
●
会
員
社
数
増
加
！
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
。
み
ん
な
で
賃
貸
住
宅
市
場
の
健
全
発
展
を 

●
●
●
●

　

全
宅
連
や
全
日
な
ど
各
不
動

産
団
体
へ
集
客
の
依
頼
や
招
待
を

す
る
な
ど
今
年
の
開
催
目
標
は
よ

り
広
い
層
か
ら
の
来
場
者
増
で
す
。

一方
で
開
催
へ
の「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
設
け
、

政
治
的
活

動
を
含
ま

な
い
日
管

協
色
を
明

確
に
し
、

住
環
境
の

向
上
を
追

求
す
る
の

が
特
徴
で

す
。
近
畿

の
全
支
部

合
わ
せ
前

回
を
上
回
る
7
千
人
の
入
場
者

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
各
会
場
で
オ
ー
ナ
ー
の

来
場
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。大
阪

府
支
部
の
会
場
で
も
京
都
や
神
戸

の
オ
ー
ナ
ー
を
大
勢
見
掛
け
ま
し

た
。近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支
部
が
独
自

の
企
画
で
各
日
程
で
開
催
す
る
の

で「
毎
回
2
会
場
を
見
て
い
ま
す
。

特
に
大
阪
府
支
部
は「
賃
貸
住
宅

フ
ェア
」の
会
場
内
な
の
で
豊
富
な

情
報
や
賃
貸
経
営
へ
の
資
料
が
得

ら
れ
ま
す
」と
会
場
選
択
に
つい
て

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

左
表
に
記
載
通
り
各
支
部
の

会
場
設
定
は「
便
利
な
ア
ク
セ
ス
」

第
一で
す
。地
元
に
限
ら
ず
広
い
エ

リ
ア
か
ら
の
動
員
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

各
大
阪
府
支
部
の
会
場
で
は

日
管
協
の
日
常
活
動
を
P
R

す
る「
日
管
協
ブ
ー
ス
」を
設
け

て
た
く
さ
ん
の
資
料
を
用
意
し

ま
す
。

● 

登
録
制
度
参
入
と
、賃
貸
不

動
産
経
営
管
理
士
の
連
携

　

入
居
支
援
施
策「
改
正
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」の
P
R
。

「
民
泊
新
法
」「
民
法
改
正
」法

律
の
施
行
と
予
測
を
会
場
で
賃

貸
住
宅
管
理
の
プ
ロ
や
弁
護
士

が
解
説
し
ま
す
。こ
れ
ら
す
べ
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
全
国
的
に
行

わ
れ
る
国
の「
住
宅
月
間
」に

沿
っ
た「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」（
通
称
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
）で
す
。細
部
に
つ
い
て
は

各
支
部
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

来
場
者
へ
満
足
の
内
容
で

 

日
管
協 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

長
田
　
修
氏

　

開
催
を
重
ね
る
毎
に
時
代

を
反
映
し
た
内
容
の
充
実
が
み

ら
れ
ま
す
。各
支
部
は
斬
新
な

企
画
で
臨
み
イ
ベ
ン
ト
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。今
回

か
ら
は
特

に
国
交
省

か
ら
の
指

摘
も
あ

り
、日
管

協
が
強
く
リ
ー
ド
す
る
企
画
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
は
管
理
業
界
以

外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、近
年
は

来
場
者
も
広
い
分
野
か
ら
増
加

の一方
で
す
。入
場
者
へ
は
安
心
、

安
全
、納
得
で
き
る
賃
貸
住
宅

の
供
給
と
入
居
促
進
へ
の
気
付

き
の
場
で
、開
催
の
名
称
ど
う

り
住
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。公
益
財
団

法
人
組
織
と
し
て
す
べ
て
の
人

に
通
じ
る
工
夫
や
手
段
、法
律

背
景
な
ど
、幅
広
い
内
容
で
届

け
る
イ
ベン
ト
で
す
。

 

ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

ニ
ュ
ー
ス　

■賃貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験

11
月
18
日（
日
）全
国
一
斉
に

　

平
成
30
年
度
の「
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
」試
験
が
11

月
18
日（
日
）午
後
か
ら
全
国
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。時
代
が

求
め
る「
資
格
」と
し
て
管
理

業
界
の
芯
と
な
る
存
在
で
昨
年

よ
り
受
験
者
も
増
加
。資
格
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
国
土
交
通

省
が
施
行
の
登
録
制
度
が一部

改
正
さ
れ
、そ
れ
に
よ
り
貸
主

に
対
す
る
賃
貸
住
宅
管
理
に

係
る
重
要
事
項
の
説
明
や
書
面

へ
の
記
名・押
印
で
す
。貸
主
に

対
す
る
賃
貸
住
宅
の
管
理
受

託
契
約
書
の
記
名・押
印
に
か

か
わ
り
ま
す
。登
録
業
者
は
事

務
所
ご
と
に
1
名
以
上
の
賃

貸
不
動
産
経
営
管
理
士
が
必

要
で
す
。来
年
1
月
に
合
格
者

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

■法制
化
へ
の
道
、現
実
味

会
員
総
会
や
各
幹
事
会
で

　

公
益
財
団
法
人　

日
本
賃

貸
住
宅
管
理
協
会（
末
永
照

雄
会
長
）は
6
月
に
平
成
30
年

度
の
会
員
総
会
を
開
催
。当
日
、

挨
拶
に
立
っ
た
末
永
照
雄
会
長

は
課
題
の「
賃
貸
住
宅
管
理
業

の
法
制
化
」と「
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
の
国
家
資
格
化
」

に
つ
い
て「
周
辺
か
ら
の
議
論

が
進
み
、い
よ
い
よ
法
制
化
へ
本

格
的
に
歩
み
を
見
せ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。近
畿
ブ
ロッ
ク

各
支
部
か
ら
参
加
し
た
会
員

も
法
制
化
へ
の
手
応
え
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。業
界
長
年
の
念
願
は

刻
々
と
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
会

で
も
長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長
が

「
法
制
化
、国
家
資
格
化
が
具

体
化
し
て
き
た
」と
説
明
し
て

い
ま
す
。

■今が
チ
ャ
ン
ス
で
す

日
管
協〝
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〞

　

日
管
協
は
全
国
の
支
部
一
斉

に「
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実

施
中
で
す
。近
畿
ブ
ロッ
ク（
長

田
修
ブ
ロッ
ク
長
）の
6
支
部
は

平
成
30
年
度
も
会
員
拡
大
に

へ
各
支
部
ご
と
に
目
標
数
を
示

し
て
年
末
に
向
け
て
入
会
活
動

へ
努
力
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

各
支
部
に
つ
い
て
7
月
18
日

現
在
、▽
大
阪
府
1
1
8
社

↓
1
3
0
社
へ▽
京
都
府
80
社

↓
90
社
▽
兵
庫
県
27
社
↓
31

社
▽
滋
賀
県
18
社
↓
20
社
▽
和

歌
山
県
15
社
↓
16
社
▽
奈
良

県
11
社
↓
11
社
の
予
定
。

　

な
お
、入
会
に
は
会
員
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
12
月
末
ま
で
入

会
金（
ゼ
ロ
か
ら
5
万
円
）の
メ

リ
ッ
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
の

件
の
問
い
合
わ
せ
は
各
支
部
事

務
局
ま
で
。

　

日
管
協
が
主
催
す
る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト「
賃
貸
住
宅
の
住
環
境

向
上
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
」通
称〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〞が
10
月
に一
斉

開
催
さ
れ
ま
す
。近
畿
ブ
ロッ
ク
の
6
支
部
は
左
表
の
場
所
で
実
施
。今

年
は〝
日
管
協
色
〞を
よ
り
鮮
明
に
し
、来
場
者
対
象
は
オ
ー
ナ
ー
に
限

ら
ず
幅
広
い
層
か
ら
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
、
講
師
に
工
夫
。
日
管
協
色
強
め
て
の
開
催
を

近畿ブロック6支部の開催日程と場所
支部 日程 開催場所 アクセス

大阪府
10月11日（木）
　　12日（金）
2日連続開催

インテックス大阪
（賃貸住宅フェア会場内）

大阪メトロ南港ポートタウン線
中ふ頭駅下車歩5分

（住之江公園駅、または本町
駅からコスモスクエア経由）

京都府 10月20日（土） 新・都ホテル JR京都駅下車八条口、
地下鉄京都駅下車歩5分

兵庫県 10月20日（土） 神戸国際会館 JR三ノ宮駅、阪急、阪神三宮駅、
地下鉄市役所前駅下車各歩5分

滋賀県 10月27日（土） 草津市立まちづくりセンター JR草津駅下車歩3分
和歌山県 10月6日（土） ホテルグランヴィア和歌山 JR和歌山駅下車すぐ
奈良県 10月27日（土） ホテル日航奈良 JR奈良駅下車すぐ

 Memo　各開催場所へは地元および他都市からも参加しやすいアクセスを考慮して
います。各支部ごとに開催内容は特徴を出しており、日程からもダブル参加も可能です。詳
しくは各支部のページをご参照ください。

オーナーセミナー（住環境向上セミナー）10月一斉に開催 日　管　協　主催国土交通省　後援

アクセス重視の会場選び
来場者増目指す企画で

毎回賑わうセミナー会場（京都府支部）

・ 大阪府支部
・ 兵庫県支部
・ 和歌山県支部

・ 京都府支部
・ 滋賀県支部
・ 奈良県支部

〈発行〉
　公益財団法人 日本賃貸住宅管理協会　近畿ブロック
日管協副会長　近畿ブロック長　長田　修

近畿ブロック　事務局（事務局長　佐野昭一）
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E-mail：kink-b@jpm.jp　http://www.jpm.jp/
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を
継
続
。ひ
と
つ
の
傾
向
と
し

て
、中
堅
の（
株
）リ
プ
ロ
ス
の

松
尾
充
泰
社
長
が
今
春
発
足

の
I
T
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
協

議
会
の
会
員
に
早
期
登
録
。そ

の
後
の
会
員
増
に
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
川
中
支
部

長
就
任
時
か
ら
中
堅
会
員
を

中
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
機

会
を
設
け
た
り
、レ
デ
ィ
ー
ス
委

員
会
か
ら
も
リ
フ
ォ
ー
ム
提
案

が
出
る
な
ど
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。今
回
の
発
足
で
さ
ら
に
動

き
が
加
速
さ
れ
そ
う
で
す
。支

部
活
動
で
幹
部
へ
の
登
用
も
十

分
に
期
待
さ
れ
、川
中
支
部
長

が
日
常
的
に
口
に
す
る「
活
動

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
」へ
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　

賃
貸
管
理
業
の
周
辺
は
法

制
化
や
国
家
資
格
化
な
ど
の
実

現
へ
向
け
て
新
し
い
大
き
な
流

れ
が
生
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
創
意

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

　

日
管
協
本
部
で
も
新
し
い
人

材
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一般
マ
ス
コ
ミ
で
は
不
動
産
業
界

で
働
く
人
材
の
活
躍
を
報
じ
て

お
り
、こ
れ
ら
か
ら
の
刺
激
も

十
分
で
す
。「
若
手
研
究
グ
ル
ー

プ
」は
11
月
の
定
例
会
で
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
そ
う
で
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

　

大
阪
府
支
部
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
委
員
会（
太
田
卓
利

委
員
長
）が
開
い
た
第
6
回

「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」は
猛
暑
の

8
月
3
日（
金
）と
4
日

（
土
）静
岡
市
葵
区
田
町
5

―
10
―
1
に
本
社
を
置
く

（
株
）第
一
不
動
産（
中
島
敦

社
長
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

静
岡
で
5
千
戸
を
管
理
、

独
自
の
手
法
で
業
務
を
展

開
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
会

社
。学
ぶ
こ
と
が
多
い
は
ず

と
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
対
象
に
。

参
加
者
の
着
目
点
は
同
社
の

課
題
山
積
み
の
社
内
を
ど
の

よ
う
に
生
き
返
ら
せ
た
の
か

の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。優
秀
な
社

員
を
得
る
た

め
の
戦
略
と
し

て
S
N
S
の

利
用
、ま
た
、

社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
持

続
へ
の
方
法
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
注
目
は
2
日
目
の

朝
礼
の
見
学
で
し
た
。こ
こ

か
ら
仕
事
が
始
ま
る
と
い
う

ス
タ
ン
バ
イ
見
学
。ま
た
、業

務
の
効
率
化
へ
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
手
法
や
テ
レ
ア
ポ

の
効
果
な
ど
、同
業
種
だ
け

に
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

ま
し
た
。特
に
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
上
昇
は
い
か
に
し

て
生
ま
れ
る
か
を
学
び
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
て

得
た
も
の
を
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク

し
て
ど
う
生
か
せ
る
か
で
す
。

　

初
日
8
月
3
日（
金
）は

セ
ミ
ナ
ー
と
懇
親
会
。4
日

（
土
）は
朝
礼
参
加
。参
加
費

は
5
千
円
。

　

新
世
代
の
会
員
が
中
心
に
な
り
、周
り
が
後
押
し
し
て

躍
動
感
の
あ
る
支
部
に
し
た
い
と
い
う
の
が
大
阪
府
支
部

長
・
川
中
伸
一氏
の
考
え
で
す
。従
来
か
ら
新
人
研
修
会
や

中
堅
社
員
の
考
え
を
引
き
出
す
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
意
識
改
革
や
知
識・モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
の
向
上
を
図
る

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
の
ほ
ど「
若
手
研
究
グ
ル
ー

プ
」の
発
足
を
決
め
て
本
格
的
ス
タ
ー
ト
で
す
。

活
性
へ
創
意
と
幅
広
い
視
野
で

　
「
若
手
と
は
何
歳
ぐ
ら
い
を

指
す
の
か
」と
幹
事
会
で
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
質
問
が
出
ま
し
た
。40

歳
前
後
ま
で
と
い
う
説
も
あ
る

中
、と
も
か
く
も
大
阪
府
支
部

は
新
人
が
活
躍
で
き
る
新
体
制

へ
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

幹
事
会
で
の
積
極
発
言
、提

言
、実
行
へ
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
ま

で
を
含
ん
だ
発
表
な
ど〝
動
く

支
部
〞へ
の
体
制
づ
く
り
。さ
っ

そ
く
企
画
研
修
・
業
務
研
究

委
員
会（
宮
西
安
広
委
員
長
）

が「
若
手
研
究
グ
ル
ー
プ
」の

結
成
を
決
め
ま
し
た
。次
代

を
担
う
中
堅・若
手
会
員
が
中

心
に
な
り
、情
報
交
換
や
人
脈

づ
く
り
の
場
を
つ
く
り
、能
力

開
発
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
結
び
つ

け
よ
う
と
い
う
意
図

で
す
。具
体
的
に
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

機
会
を
増
や
し
た
り
、

勉
強
会
や
懇
親
会

川
中
支
部
長 「
若
い
パ
ワ
ー
に
期
待
で
す
」

川中支部長は「若手歓迎」を

「若手研究グループ」発足

 

ニ
ュ
ー
ス

■新グ
ル
ー
プ
発
足

大
阪
府
支
部
の
委
員
会
活
動

　

大
阪
府
支
部
の
企
画
研
修・

業
務
研
究
委
員
会（
宮
西
安

広
委
員
長
）は
こ
の
ほ
ど
、か
ね

て
か
ら
支
部
全
体
で
設
立
を

急
い
で
い
た
新
グ
ル
ー
プ
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

　

名
称
は「
若
手
研
究
グ
ル
ー

プ
」。入
会
対
象
は
40
歳
ぐ
ら

い
迄
と
し
、こ
の
中
か
ら
中
心

に
な
って
動
く
メ
ン
バ
ー
を
決
め

ま
す
。発
会
の
会
議
に
は
犬
伏

健
次
氏（
日
住
サ
ー
ビ
ス
）宮

西
安
広
氏（
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ

住
宅
販
売
）ら
が
参
加
。今
後

は
水
野
達
司
氏（
エ
ス
テ
ー
ト

ト
ー
ワ
）森
山
恭
子
氏（
パ
ナ
ソ

ニッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
）ら
も
加
わ
り

ま
す
。本
格
活
動
は
今
秋
11

月
以
後
で
す
。

聞
き
耳
・
会
員
の
周
辺

●
三
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

相
続
の
フ
ェ
ア
に
参
加

　

三
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
ら

数
社
が
9
月
に
大
阪・梅
田
の

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ

た
相
続
関
連
の
フ
ェ
ア
に
出

展
。対
オ
ー
ナ
ー
に
各
社
の

管
理
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

●
タ
イ
セ
イ
シ
ュ
ア
―
S

　

自
前
セ
ミ
ナ
ー
を
続
行
中

　
（
株
）タ
イ
セ
イ
シ
ュ
ア
ー

サ
ー
ビ
ス（
岡
田
晶
子
社
長
）

は
2
年
連
続
で
相
続
や
税
金
、

賃
貸
経
営
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
続
行
中
で

す
。岡
田
社
長
が
リ
ー
ド
役

を
務
め
、講
演
、座
談
な
ど
立

体
的
構
成
。最
後
は
デ
ス
ク
毎

に
社
内
の
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
資
格
を
持
つ
社

員
を
配
し
て
オ
ー
ナ
ー
と
一
対

一の
話
を
す
る
な
ど
、内
容
、手

法
と
も
に
好
評
で
す
。よ
く

あ
る
構
成
か
ら
脱
し
て
参
加

者
が
一
体
と
な
る
工
夫
が
見
ら

れ
ま
す
。そ
の〝
賃
貸
経
営
応

援
セ
ミ
ナ
ー
〞は
、各
地
か
ら

オ
ー
ナ
ー
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

　
「
日
管
き
ん
き
」Ｖｏ
ｌ

22
号
2
面
の
文
中
、北
九

州
市
の（
株
）不
動
産
中

央
情
報
セ
ン
タ
ー
社
長
の

名
前
は
濱
村
美
和
氏
が

正
し
く
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

こ
の
人
に
聞
く

I
T
化
へ
の
変
化
を
情
報
化

飛
躍
へ
は
き
っ
か
け
が
大
事

　

新
し
い
こ
と
への
挑
戦
が
好
き
な
人
で
す
。

企
画
研
修・業
務
研
究
委
員
会
の
委
員
長

時
代
は
新
人・若
手
研
修
を
担
当
。会
員
か

ら「
社
員
が
実
務
や
業
務
の
知
識
を
学
べ

る
機
会
は
貴
重
で
す
」と
好
評
で
し
た
。

　
一
方
で
支
部
活
動
を
立
体
的
に
捉
え
参

加
者
の
意
識
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
す
る
な
ど
新

し
い
手
法
を
用
い
る
工
夫
も
し
て
き
ま
し

た
。災
害
対
策
を
テ
ー
マ
に
災
害
時
の
管

理
会
社
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
で
議
論
・
研

修
。こ
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
新
し
い
テ
ー
マ
に

よ
る
活
動
の
経
験
が
今
後
の
広
報
活
動
に

生
か
さ
れ
る
の
に
期
待
で
す
。

　

発
足
し
た
ば
か
り
の「
I
T・シ
ェア
リ
ン

グ
推
進
事
業
者
協
議
会
」へ
は
近
畿
か
ら

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
入
会
。連
動
効
果

な
の
か
、関
西
か
ら
各
社
が
入
会
。関
西
初

の
定
例
会
で
の
印
象
を「
日
管
協
の
会
員

は
3
分
の
1
程
度
で
し
た
。人
口
減
少
の

中
で
管
理
業
界
も
I
T
分
野
の
普
及
は

当
然
の
成
り
行
き
。I
T
を
用
い
た
各
社

の
入
居
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
参
加
者
の

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。業
界
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
を
起
こ
す
可
能
性
と
し
て一つ
の
き
っ

か
け
作
り
に
な
っ
た
よ
う
で
す
」。

　

こ
れ
を
機
に
I
T
化
の
重
要
性
に
つ
い

て
も
し
っ
か
り
情
報
伝
達
を
し
て
い
く
考

え
で
す
。若
手
が
中
心
に
な
っ
て
の
支
部
活

動
の
推
進

や
次
々
と

問
題
提

起
を
す
る

松
尾
氏
の

さ
ら
な
る

積
極
性
に

注
目
で
す
。

松
尾
　
充
泰 

氏
日
管
協
大
阪
府
支
部
　
組
織・広
報
委
員
長
　（
株
）リ
プ
ロ
ス
社
長
　

市場の変革期
新手法へ注目

　
今
年
度
か
ら
大
阪
府
支
部
の
組
織
・

広
報
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
。支
部

で
多
岐
に
わ
た
る
活
動
は
実
績
済
み
。

今
回
の
就
任
で
組
織
の
信
頼
価
値
を
高

め
る
た
め
有
効
な
支
部
活
性
へ
の
手
腕

が
期
待
で
す
。こ
れ
ま
で
中
堅
会
員
を

対
象
に
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
施
な
ど
経
験
は
豊
富
で
す
。

まだ〝若手〟の意識
松尾さんの活動は続きます

やる気につながる企画も
続出させました

第6回「ベンチマーク」静岡の　　　　
㈱第一不動産へ

知
り
た
い
役
立
て
た
い
に
応
え
て

8
月
3
日（
金
）〜
4
日（
土
）1
泊
2
日
で
開
催

第一不動産でのセミナー

参考になる話ばかり…

発言が多い幹事会

日管きんき〈2〉 େ阪ࢧ෦
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前
回
の
9
月
開
催
か
ら
今
年

は
10
月
11
日（
木
）12
日（
金
）に

決
定
。国
の〝
住
宅
月
間
〞に

ピッ
タ
リ
合
わ
せ
ま
し
た
。開
催

場
所
は
前
回
同
様
に
全
国
賃

貸
住
宅
新
聞
社
が
催
す「
賃
貸

住
宅
フェア
2
0
1
8 

i
n
大

阪
」会
場
内
で
す
。

　

日
管
協
本
部
か
ら
末
永
照

雄
会
長
他
、事
務
局
の
ス
タ
ッフ

も
参
加
。講
演
や
日
管
協
の
活

動
P
R
に
前
年
以
上
に
注
力

し
ま
す
。大
阪
府
支
部
は
独
自

で
企
画
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
各

ブ
ー
ス
で
展
開
。

　

中
で
も
注
目
は
レ
デ
ィ
ー
ス

部
会（
田
中
与
志
子
部
会
長
）

手
作
り
の
講
演
会
が
期
待
さ

れ
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
の
企

画
提
案・も
と
も
と
あ
る
魅
力

の
活
用
」と
題
し
た
地
元
、大
阪

の
活
性
を
示
す
内
容
の
講
演
で

す
。講
師
は
大
阪
ま
ち
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
主
催
。か
ら
ほ
り
倶

楽
部
理
事
で
山
根
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ（
株
）代
表
取
締
役　

山
根
秀
宣
氏
の
登
場
で
す
。大

阪
を
知
り
抜
く
人
の
街
の
活
性

へつ
な
が
る
話
で
す
。大
阪
の
各

地
を
元
気
に
さ
せ
た
実
績
も

多
く
、オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
山

根
氏
の
熱
い
話
に
期
待
で
す
。

　
「
日
管
協
ブ
ー
ス
」は
前
回
以

上
に
充
実
さ
せ
、会
員
拡
大
へつ

　

大
阪
府
支
部
の
新
人
事
は

次
の
通
り
で
す
。新
し
く
松
尾

充
泰
氏
が
組
織・広
報
委
員
会

の
代
表
に
。ま
た
、宮
西
安
広
氏

が
従
来
の
広
報
担
当
か
ら
新
し

く
企
画
研
修・業
務
研
究
委
員

会
の
委
員
長
に
。新
し
く「
若

手
研
究
グ
ル
ー
プ
」を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。女
性
会
員
も
加
わ

り
ま
す
。支
部
役
員
と
委
員
長

は
次
の
通
り
で
す
。（
監
事
、幹

事
は
省
略
）。

本
部
理
事　

宮
野
純
氏（
㈱
レ

ン
タ
ッ
ク
ス
）

本
部
理
事　

山
本
肇
氏（
㈱
関

西
建
設
）

本
部
理
事　

太
田
卓
利
氏（
㈱

■全会
員
参
加
体
制
で
躍
動

大
阪
府
支
部
30
年
度
人
事

宅
都
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）ベン

チ
マ
ー
ク
委
員
会　

委
員
長

本
部
評
議
員　

大
美
威
之
氏

（
ハー
ト
リ
ビング
サ
ポ
ー
ト
㈱
）

支
部
長　

川
中
伸一氏（
㈱
宅
都
）

副
支
部
長　

犬
伏
健
次
氏（
㈱

日
住
サ
ー
ビ
ス
）企
画
研
修・

業
務
研
究
委
員
会

副
支
部
長　

竹
中
力
氏（
セ
ー

フ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン・リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱
）総
務　

委
員
長

副
支
部
長　

松
尾
充
泰
氏（
㈱

リ
プ
ロ
ス
）組
織・広
報
委　

委
員
長

事
務
局
長　

野
村
陽一氏（
㈱
ス

マ
サ
ポ
）

幹
事　

宮
西
安
広
氏（
ア
ー
バ
ン

ラ
イ
フ
住
宅
販
売
㈱
）企
画
研

修・業
務
研
究
委　

委
員
長

幹
事　

田
中
与
志
子
氏（
㈱
ベ

ス
ト
ホ
ー
ム
）企
画
研
修・業

務
研
究
委
員
会（
レ
デ
ィ
ー

ス
部
会
長
）

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
」開
催
。情
報
収
集
の
場
に

　

日
管
協
で
今
年
4
月
に
発

足
し
た
I
T
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推

進
事
業
者
協
議
会（
榎
和
志
会

長
）が
大
阪
で
今
夏
、第
2
回

目
の
定
例
会
を
開
き
1
4
0

人
が
参
加
、会
場
は
超
満
員
で

し
た
。時
代
が
求
め
る
新
分
野

だ
け
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

業
界
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
起

こ
そ
う
と
、会
員
は
若
手
中
心

で
早
く
も
1
3
0
社
近
く
が

入
会
し
増
加一方
で
す
。近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
発
足
時
か
ら
大
阪

府
支
部
の
広
報
委
員
長
、松
尾

充
泰
氏
が
入
会
し
、そ
の
後
14

社
が
加
わ
り
ま
し
た
。会
場
に

は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
6
支
部
の
各

支
部
長
や
幹
部
が
揃
っ
て
出
席
。

そ
の
注
目
度
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
は
I
T
分
科
会
と

シ
ェア
リ
ン
グ
分
科
会
、そ
れ
ぞ

れ
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
発
表
者

を
選
び
、こ
の
分
科
会
を
マ
ス

タ
ー
す
れ
ば
業
界
の
流
れ
が
つ

か
め
る
と
い
う
現
実
的
な
内
容
。

榎
和
志
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

大
阪
で
初
の
定
例
会
と
い
う
こ

と
で
日
管
協
大
阪
府
支
部
の
川

中
伸
一
支
部
長
も
壇
上
か
ら
応

援
の
メッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

午
後
2
時
か
ら
6
時
ま
で

勉
強
し
、最
後
は
懇
親
交
流
会

で
名
刺
交
換
や
交
流
を
図
り

全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
終
了
し
ま

し
た
。同
協
議
会
で
は
7
月
27

日
の
大
阪
に
次
い
で
第
3
回
目

を
名
古
屋
で
8
月
3
日（
金
）

に
4
回
目
を
東
京
で
8
月
7
日

（
火
）に
開
き
ま
し
た
。内
容
は

I
T
重
説
、電
子
契
約
、仮
想

通
貨
、人
材
、民
泊
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
専
門
分
野
の
発
表
者

が
登
場
し
ま
し
た
。

　

大
阪
会
場（
C
I
V
I
研
修

セ
ン
タ
ー
新
大
阪
東
）で
の
当
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

今
後
も
各
地
で
キ
メ
の
細
か
い

定
例
会
を
実
施
し
て
い
く
方
針
。

▪
I
T
分
科
会　

①「
本
当
に

使
わ
れ
る
入
居
者
ア
プ
リ
の
活

用
事
例　

梶
谷　

勉

氏（
パ
レッ
ト
ク
ラ
ウ
ド

㈱
代
表
取
締
役
）。②

「
次
世
代
の
オ
ー
ナ
ー

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

「
Ｏｗｎｅｒ 

Ｂｏｘ
」活

用
の
成
功
事
例
」　

佐
瀬
篤
史
氏（
東
急

住
宅
リ
ー
ス
執
行
役
員
）。同
、

岡
村
雅
信
氏（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
㈱
取
締
役
）。　

③
④

「
V
R
パ
ノ
ラ
マ
活
用
の
成
功
事

例
。〜
5
G
時
代
を
見
据
え
た

進
化
の
兆
し
〜
」　

多
田
英
起

氏（
ナ
ー
ブ
㈱
代
表
取
締
役
）。

　

森
田
博
和
氏（
ス
ペ
ー
ス
リ
ー

㈱
代
表
取
締
役
）。竹
井
久
和
氏

（
㈱
長
栄　

管
理
本
部
I
T
推

進・審
査
課　

課
長
）。

▪
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
分
科
会　

⑤

「
そ
ん
な
に
難
し
く
な
い
！
集

合
住
宅・一戸
建
て・複
合
ビ
ル
に

お
け
る
特
区
民
泊
の
実
例
紹

介
」　

中
島
正
晴
氏（
㈱
エ
ク
ソ

ン
代
表
取
締
役
）　

⑥「
民
泊

に
関
す
る
大
阪
府
の
動
向
」　

伊
良
原
勉
氏（
ウ
ィ
ルハ
ウ
ス
㈱

代
表
取
締
役
）。　

⑦「
民
泊

新
法
つ
い
に
施
行
！
日
数
制
限

下
で
の
民
泊
事
業
収
支
の
立
て

方
と
運
営
方
法
を
解
説
！
」　

杉
本
ア
レ
ッ
ク
悠
樹
氏（
㈱

S
Q
U
E
E
Z
E　

ビ
ジ
ネ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
事
業
部
）。　

⑧

「
取
材
か
ら
分
か
っ
た
1
8
0

日
民
泊
の
可
能
性
」　

加
藤
有

里
子
氏（
㈱
全
国
賃
貸
住
宅
新

聞
社
）。

　恒例の毎年秋に開催する国交省後援、全国規模
での「住環境向上セミナー」通称〝オーナーセミナー〟。
日管協の近畿ブロック6支部でも会員が100社を超す
大阪府支部が毎年、もっとも重要なイベントと位置づ
けている「オーナーセミナー」です。来場者で溢れる会場（前回）挨拶する榎和志会長

日管協ブースは資料提供の場に

な
が
る
う
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
正
式
名
称
は
、

「
住
環
境
の
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
〞

で
国
や
自
治
体
が
後
援
、全
国
で

一斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。今
回
の

大
阪
で
の
主
催
は（
公
財
）日
本

賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大
阪
府

支
部（
川
中
伸一支
部
長
）、後
援

国
土
交
通
省
、大
阪
府
。協
力 

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
。

大
阪
会
場
は
定
員
超
え
る

日
管
協
主
催
の
管
理
士
講
習

　

本
年
度
の
賃
貸
不
動
産
経

営
管
理
士
受
験
に
対
す
る
日

管
協
主
催
の
事
前
講
習
は
定

員
を
上
回
る
参
加
者
が
あ
り

終
了
し
ま
し
た
。大
阪
会
場
で

の
開
催
日
は
7
月
3
日（
火
）と

4
日（
水
）で
定
員
2
0
0
名

の
と
こ
ろ
2
3
3
名
に
達
し
ま

し
た
。

「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
2
0
1
8
i
n
大
阪
」

全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
社
主
催

　

全
国
主
要
都
市
で
年
間
を

通
じ
て
連
続
開
催
す
る
全
国
賃

貸
住
宅
新
聞
社
主
催「
賃
貸
住

宅
フ
ェ

ア
」。今

秋
は
大

阪
南
港

の「
イ
ン

テ
ッ
ク
ス

大
阪
」で
10
月
11
日（
木
）12
日

（
金
）に
行
わ
れ
ま
す
。

　

知
り
た
い
ニ
ー
ズ
を
即
反
映

す
る
会
場
づ
く
り
は
新
聞
社
な

ら
で
は
の
も
の
。新
し
い
切
り
口

で
大
量
の
情
報
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
スへの
提
案
、幅
広
い
テ
ー
マ
の

セ
ミ
ナ
ー
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

会
場
内
の
ブ
ー
ス
で
は
2
日

に
わ
た
っ
て
日
管
協
に
よ
る

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」も
行
わ

れ
ま
す
。

講
演
会
や
座
談
会
　
業
界
〜
一
般
の
来
場
者
期
待

日
管
協
大
阪
府
支
部
主
催　

国
交
省 

地
元
自
治
体
が
後
援

10月11日（木）12日（金）「インテックス大阪」
賃貸住宅新聞社主催の「賃貸住宅フェア」会場

フェア会場への案内

熱
気
！ 

大
阪
で
初
の
定
例
会

動
く 

I
T
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
協

IT会員による報告

満員の関西で初の定例会

日管きんき〈3〉େ阪ࢧ෦

家
賃
保
証
の

ク
レ
デ
ン
ス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外国人専用

保証プラン

販売開始！
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京
都
府
支
部
会

員
各
社
は
外
国
人
留

学
生
支
援
に
つ
な
が

る
外
国
人
社
員
を
受

け
入
れ
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。日
管

協
の
セ
ミ
ナ
ー
の
会

場
な
ど
で
も
外
国
人

社
員
の
参
加
が
み
ら

れ
ま
す
。人
材
面
で

も
国
際
化
が
年
を
追
う
ご
と
に

増
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
京
都

府
支
部
、所
属
の
会
員
企
業
が

長
年
、
地
元
の
自
治
体
や

N
P
O
団
体
と
共
に
留
学
生

支
援
への
協
力
、連
携
の
積
み
重

ね
と
い
え
ま
す
。

　

国
際
化
を
進
め
る
フ
ラ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー（
吉
田
創
一
社

長
）は一企
業
と
し
て
特
に
熱
心

に
取
り
組
み
中
。こ
れ
ま
で
地

元
自
治
体
や
有
力
企
業
と
共

に
外
国
人
留
学
生
が
京
都
で

仕
事
に
就
く
に
際
し
て
留
学
生

を
招
い
て
大
掛
か
り
な
協
力
へ

の
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
き
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
企
業
活
動
に

対
し
て
地
域
の
国
際
化
に
貢
献

と
昨
年「
多
年
に
亘
る
留
学
生

支
援
」で
自
治
体
か
ら
感
謝
状

も
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
は
N
P
O
法

人
が
主
催
す
る「
留
学
生
の
就

職・採
用
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
。

留
学
生
と
企
業
の
共
生
の
機
会

を
設
け
る
た
め
、外
国
人
人
材

の
採
用
の
有
効
性
に
つ
い
て
企

業
側
の
立
場
か
ら
発
言
。ま
た
、

外
国
人
留
学
生
の
就
職
支
援

マッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
雇

用
企
業
と
し
て
採
用
の
効
果
と

実
績
、採
用
に
際
し
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
公
表
し
て
い
ま
す
。フ

ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
の
担
当

者
は
外
国
人
社
員
の
印
象
と
し

て
仕
事
へ
の
熱
心
さ
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
な
ど
を
評
価
。こ
れ
ら
企

業
の
動
き
は
国
際
都
市
京
都

な
ら
で
は
の
傾
向
で
す
。

෦ࢧژ
　

京
都
府
支
部
の「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」は
毎
年
、社
会
の
動

き
を
反
映
し
、聞
き
手
に
とって

即
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
ま
す
。法
務・研
修
委
員
会
を

主
に
活
発
な
支
部
の
委
員
会
活

動
を
経
由
し
、定
例
会
で
意
見

交
換
の
後
、櫻
井
支
部
長
が
決

め
ま
し
た
。今
回
は
3
項
目
で

研
修
を
行
い
、最
後
は
懇
親
会

と
い
う
ス
ケ
ジュー
ル
で
す
。研
修

の
最
初
は

櫻
井
啓
孝

支
部
長
が

別
表
の

テ
ー
マ
で
講

演
。
経
営

と
行
政
の
二
面
を
語
り
ま
す
。

　

続
い
て
目
前
に
迫
る「
民
法

改
正
」と
賃
貸
住
宅
経
営
へ
の

関
連
を
弁
護
士
の
塚
本
智
康

氏
が
細
か
く
丁
寧
に
解
説
。

テ
ー
マ
は「
直
前
！
民
法
改
正

〜
ま
も
な
く
施
行
が
」迫
り
来

る
法
律
改
正
だ
け
に
聞
く
側

も
緊
張
し
ま
す
。そ
こ
で
今
回

は
落
語
家
の
桂
雀
々
さ
ん
を
招

い
て
ち
ょっ
と
笑
って
ホ
ッ
と
し
て

頂
こ
う
と
い
う
時
間
を
設
け
ま

し
た
。話
の
内
容
は「
相
続
落

語
」〜
閻
魔
の
沙
汰
〜
で
す
。

面
白
い
話
が
聞
け
そ
う
で
楽
し

み
で
す
。来
場
者
に
思
い
切
り

笑
っ
て
も
ら
っ
て
愉
快
な
一刻
を

と
い
う
わ
け
で
す
。当
日
の
来

賓
は
京
都
府
建
設
交
通
部
住

宅
課
と
京
都
市
都
市
計
画
局

住
宅
政
策
課
か
ら
出
席
、支
部

活
動
へ
の
期
待
と
励
ま
し
の
挨

拶
が
あ
り
ま
す
。

　

会
場
の「
新・都
ホ
テ
ル
」は

J
R
京
都
駅
の
南
側
で
地
元
は

も
ち
ろ
ん
、大
阪
、神
戸
、奈
良

方
面
か
ら
電
車
で一本
の
ア
ク
セ

ス
で
す
。イ
ベ
ン
ト
は「
便
利
で

快
適
な
場
所
選
び
を
」と
考
え

た
企
画
で
、各
地
か
ら
の
来
場

を
期
待
し
て
い
ま
す
。開
催
の

細
部
に
つ
い
て
は
表
を
参
照
下

さ
い
。

■入居
環
境
向
上
で
勉
強
会

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
が
開
く

　

京
都
府
支
部
の
レ
デ
ィ
ー
ス

部
会（
岡
嶋
緑
部
会
長
）が
平

成
30
年
度
の
講
習
会・勉
強
会

を
こ
の
ほ
ど
実
施
。従
来
に
は
な

い
画
期
的
な
内
容
で
実
は
管
理

業
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る

重
要
な
話
で
し
た
。テ
ー
マ
は

「
精
神
疾
患
を
疑
う
入
居
者・

貸
主
と
の
共
生
に
向
け
て
」講

師
は
中
野
友
香
氏（
社
会
福
祉

士
、精
神
保
健
福
祉
士
）。

　

開
催
主
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

　

物
件
管
理
上
で
、昨
今
、増
え

て
き
て
い
る
の
が
精
神
疾
患
や

疑
い
の
あ
る
入
居
者
と
貸
主
の

対
応
。担
当
者
が
知
識
が
あ
れ

ば
、早
い
段
階
で
連
帯
保
証
人

や
近
親
者
、行
政
、専
門
機
関
に

相
談
、対
応
を
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

知
ろ
う
、笑
お
う「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
8
i
n
京
都
」

10
月
20
日（
土
）新・都
ホ
テ
ル（
J
R
京
都
駅
前
）で
開
催

　
国
が
目
指
す〝
安
心・安
全・住
環
境
の
向
上
〞に
沿
っ
て
日
管

協
が
主
催
す
る「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」。国
交
省
や
地
元
自
治

体
も
後
援
し
て
行
わ
れ
る
正
式
名
称
を「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」で
す
。京
都
府
支
部（
櫻
井
啓
孝
支
部
長
）は
10
月
20
日

（
土
）J
R
京
都
駅
前
の「
新・都
ホ
テ
ル
」で
開
催
し
ま
す
。

研
修
会
　
落
語
家
の
桂
雀
々
氏
も
登
場

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ

官
民
が
一
体
で
人
材
活
用
す
す
む

盛況のオーナーセミナー（前回）

櫻井啓孝支部長

京都府支部　ニュース

セミナーで外国人留学生の
受入れ状況を自治体が説明

　
「
ド
ア
を
ノック
す
る
こ
と
が
大

事
」何
事
に
も
積
極
的
に
と
い
う

意
味
で
広
報
の
責
任
者
ら
し
い

発
言
で
す
。「
京
都
府
支
部
の
活

動
を
広
く
知
ら
せ
、未
加
入
者
へ一

緒
に
楽
し
く
支
部
活
動
を
し
た

い
人
を
増
や
し
た
い
」。中
村
氏
の

究
極
の
目
的
は
日
管
協
会
員
拡

大
で
、櫻
井
支
部
長
か
ら
も
支

部
活
動
を
通
じ
会
員
を
増
や
す

よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
の
受
発
信
の
機
会
を
い

か
に
多
く
持
つ
か
も
中
村
氏
に

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。人
に
対

し
て
の
積
極
性
こ
そ
役
割
の
基

本
と
自
覚
し
て
い
る
よ
う
で
会

員
増
加
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
と

期
待
大
で
す
。

積
極
姿
勢
が
会
員
増
に

　

定
例
会
で
は
広
報・会
員
拡

大
部
会
の
部
会
長
と
し
て
参
入

会
員
の
社
名
や
広
報
紙「
日
管

き
ん
き
」の
記
事
内
容
、支
部
サ

イ
ト
の「
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ・Ｎａｖ
ｉ
」

につい
て
の
現
況
な
ど
を
報
告
し

て
い
ま
す
。他
の
部
会
の
発
表
に

も
会
員
増
への
ヒ
ン
ト
は
な
い
か

と
耳
を
す
ま
せ
ま
す
。

　
「
会
員
が
多
く
集
ま
る
機
会

は
絶
好
の
情
報
取
得
タ
イ
ム
で

す
」。〝
聞
く
力
〞に
は
敏
感
な

よ
う
で
す
。定
例
会
で
の「
私
の

履
歴
書
兼
情
報
提
供
」の
場
は

毎
回
参
加
者
の
興
味
を
引
く

場
面
。早
々
と
中
村
氏
も
登
場

し
ま
し
た
。「
人
柄
も
知
れ
仕

事
を
通
じ
て
そ
の
人
の
内
面
を

見
る
よ
い
企
画
で
す
」と
。

　
「
会
員
増
に
つい
て
や
は
り
人

と
の
交
流
が
基
本
で
役
柄
を
通

じ
て
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
接

し
て
幅
広
い
人
脈
形
成
に
努
め

ま
す
」と
。中
村
氏
は
当
分
、京

都
府
支
部
に
関
し
た
あ
ら
ゆ
る

イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
い
る
の
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

中村康行部会長

クローズアップ　〝この人〟
京都府支部　
広報・会員拡大推進部会長
（株）グッドワーク

中村　康行 氏

刺
激
あ
り
、響
き
合
え
る
定
例
会

10月20日（土）
会場「新・都ホテル」

注目！「民法改正」の講演
● 受付　13：30　
開演　14：00（無料）
● 主催　（公財）日本賃貸住宅管
理協会　京都府支部
● 後援　国土交通省　京都府・
京都市など
● 研修会　講師と講演内容　
1部「変わる賃貸経営と知ってお
きたい行政施策」
京都府支部長　櫻井啓孝氏。
2部「直前！民法改正」間もなく施行。
講師　弁護士　塚本智康氏。
3部「相続落語」閻魔の沙汰。
講師　落語家　桂雀々氏。

　

京
都
府
支
部
の
平
成
30
年

度
の
人
事
。〝
全
員
参
加
〞と

〝
若
手
中
心
〞が
特
徴
。相
談
役

に
は
ベ
テ
ラ
ン
を
配
し
、部
会
の

ト
ッ
プ
は
中
堅
で
固
め
、他
は
若

手
で
占
め
る
と
い
う
構
図
で
す
。

　

毎
月
開
く
幹
事
会
や
定
例

会
は
支
部
長
以
下
部
会
に
属
し

た
各
会
員
、相
談
役
が
出
て
意

見
交
換
や
提
案
、情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。締
め
は
櫻
井
啓
孝

支
部
長
が
関
係
法
律
の
立
法
化

への
現
状
や
本
部
の
事
業
活
動
の

進
捗
状
況
、市
場
の
流
れ
な
ど
を

説
明
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
支
部

内
で
役
割
を
明
確
に
し
、分
担
し

て
機
能
的
な
運
営
が
進
捗
中
で

す
。今
年
度
の
主
な
人
事
は
次
の

通
り
。

▽
支
部
長・

櫻
井
啓
孝

㈱
グ
ッ
ド

ラ
イ
フ
。▽

副
支
部

長
・
若
林

基
道
㈱
和
敬
。▽
同・石
本
浩
治

㈱
学
生
ハ
ウ
ジ
ン
グ
。▽
同・井
上

大
介
㈱
清
涼
。▽
同・安
田
栄
慈 

三
協
㈱
。▽
同・野
原
正
光
㈲
ア

ン
ク
ル
ホ
ー
ム
。▽
部
会
長・松
岡

英
樹
㈱
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＝
法
務・

研
修
部
会
。▽
同・小
川
雅
敬
㈱

ハ
ウ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＝
本
部
ブ

ロッ
ク
行
政・他
団
体
推
進
部
会
。

▽
同・中
村
康
行
㈱
グ
ッ
ド
ワ
ー

ク
＝
広
報・会
員
拡
大
推
進
部

会
。▽
同・田
中
健
敏
㈱
エ
リ
ッツ

建
物
管
理
＝
青
年
部
会
。▽
同・

岡
嶋
緑 

デ
イ
ラ
ン
ド
山
京
㈱
＝

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
。▽
同・森
本
君

保 

全
保
連
㈱
＝
管
理
業
務
支

援
部
会
。▽
相
談
役・長
田
修
㈱

長
栄
。▽
同・岡
本
秀
巳
㈱
都
ハウ

ジ
ン
グ
。▽
同・吉
田
光一㈱
フ
ラ
ッ

ト
エ
ー
ジェン
シ
ー
。▽
同・大
路
博

司
㈱
大
宝
住
建
。▽
事
務
局
長・

杉
村
元
嗣
㈱
オ
フ
ィ
ス
ジェンコ
。

以
上
の
各
担
当
者
が
大
勢
の
部

会
員
と
共
に
支
部
活
動
を
推

進
中
で
す
。

●
● 

全
員
参
加
が
支
部
の
方
針 

●
●

京
都
府
支
部　

多
彩
な
部
会
活
動
人
事

定例会の会場

日管きんき〈4〉 ෦ࢧژ
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壁
掛
け
パ
ネ
ル
式
の

す
っ
き
り
ス
マ
ー
ト
格
好

の
い
い「
日
管
協
会
員
証
」

が
会
員
間
に
普
及
中
で

す
。接
客
中
の
事
務
所
や

店
舗
内
に
置
け
ば
目
立
つ

し
、こ
れ
に
よ
る
信
頼
の

効
果
は
見
込
め
ま
す
。

　

日
管
協
の
前
広
報
組

織
委
員
会（
長
田
修
委
員

長
）の
発
案
で
新
し
い
会

員
証
と
し
て
制
作
、頒
布

に
至
り
ま
し
た
。そ
ろ
そ

ろ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
会

社
の
事
務
所
や
店
舗
に

お
目
見
え
し
そ
う
で
す
。

　

狙
い
は
会
員
企
業
に
お

け
る
帰
属
意
識
の
向
上

と
、会
員
企
業
間
の
結
束

を
高
め
、各
社
が
公
益
財

団
法
人
に
所
属
し
て
い
る

会
員
企
業
で
あ
る
こ
と

を
P
R
で
き
る
掲
示
物
と

し
て
事
務
所
や
店
舗
で
掲

示
。各
社
1
枚
以
上
購
入

し
て
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に

掲
示
と
の
こ
と
で
す
。

●
仕
様

壁
掛
け
パ
ネ
ル
式
。素
材
は

ア
ク
リ
ル
。印
刷
は
シ
ル
ク
。

サ
イ
ズ
は「
A
3
」。価
格

は
1
枚
１
０
，０
０
０
円
。※

購
入
し
た
会
員
に
は
、日
管

協
退
会
の
際
は
会
員
証
を

掲
げ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
は
協

会
の
ロ
ゴマ
ー
ク
の
四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
を
中
心
に
据
え
、

「
Ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ 

ｏ
ｆ 

Ｍｅｍ
ｂｅｒ 
ｓ
ｈ
ｉｐ

（
会
員
証
）」と
い
う
ア
ル

フ
ァ
ベッ
ト
が
上
部
に
印
字

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
パ
ネ
ル
購
入
で
の
問
い
合

わ
せ
は
日
本

賃
貸
住
宅

管
理
協
会
Ｔ

Ｅ
Ｌ
．０
３
―

６
２
６
５
―

１
５
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３

―
６
２
６
５

―
１
５
５
６
。

空
室
情
報
の
提
供
協
力

　

予
定
し
て
い
た
日
管

協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
総

会
が
地
震
で
中
止
と
な
り
、末

永
照
雄
会
長
の
講
演
や
待
た
れ

て
い
た
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会
の
セ

ミ
ナ
ー
が
取
り
や
め
の
事
態
に
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
次
は

豪
雨
さ
ら
に
台
風
と
近
畿
の
各

地
で
被
害
が
拡
大
。

　

京
都
府
下
で
も
災
害
が
拡

大
し
、各
管
理
会
社
は
後
処
理

に
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。住

宅
被
害
の
認
定
調
査
に
不
動

産
鑑
定
士
も
支
援
に
参
加
し

ま
し
た
。京
都
府
も
早
い
段
階

で
豪
雨
災
害
の
被
災
者
に
対
す

る
賃
貸
住
宅
空
家
情
報
の
斡

旋
に
つ
い
て
京
都
府
支
部
へ
の

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
以
来
、京
都
府
と

日
管
協
京
都
府
支
部
と
の
間
で

災
害
時
の
被
災
者
へ
空
家
情
報

提
供
の
約
束
が
あ
り
、こ
れ
に

基
づ
い
て
支
部
で
は
協
力
を
実

施
中
で
す
。

　

京
都
府
支
部
は
災
害
多
発

時
に
合
わ
せ
、定
例
会
時
、会

員
の
A
I
G
損
害
保
険
の
服

部
信
尚
氏
か
ら
、内
容
が
改
定

し
た
地
震
保
険
に
つ
い
て
勉
強

の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。大
阪

府
支
部
で
も
早
期
か
ら
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
用
い
て
災
害

対
策
の
研
修
も
行
な
っ
て
い
て
、

災
害
へ
の
管
理
会
社
の
意
識
向

上
と
対
策
は
さ
ら
に
拡
大
し
そ

う
で
す
。

　

日
管
協
本
部
で
も
内
閣
府

防
災
担
当
か
ら
の
7
月
豪
雨

被
害
状
況
を
会
員
に
報
告
。そ

れ
に
よ
る
と
、近
畿
ブ
ロッ
ク
内

で
も
滋
賀
、京
都
、大
阪
、兵
庫
、

奈
良
、和
歌
山
の
各
地
で
住
宅

被
害
が
数
字
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。幹
事
会
で
も
そ
の
被
害
状

況
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
は
被
災
者
へ
応
急
的
住
ま

い
の
確
保
と
し
て
自
治
体
や
民

間
賃
貸
管
理
業
者
へ
の
協
力

を
求
め
て
い
ま
す
。そ
れ
が

〝
空
室
提
供
〞な
ど
で
す
。被
害

が
多
か
っ
た
岡
山
県
で
は
民
間

賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
も
実

施
中
。

　

今
後
も
災
害
は
ど
こ
か
で
発

生
す
る
わ
け
で
、対
応
の
守
備

範
囲
は
広
く
設
備
や
管
理
会

社
の
役
目
は
増
え
て
い
ま
す
。

災
害
対
応
対
策
は
ど
う
や
ら

待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。災

害
時
で
管
理
会
社
は
ど
う
動

け
ば
良
い
の
か
、支
援
の
具
体

策
は
│
。難
題
が
待
ち
受
け
る

災
害
列
島
で
す
。

෦ࢧژ

視点
法の （69）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

自然災害と損害賠償責任
貸家の屋根瓦が台風で飛んで隣接するガレージの他人
の車を損傷してしまいました。貸家の所有者は台風によ
る自然災害であり、賠償責任はないと主張していますが、
正しいでしょうか。民法717条は、工作物の設置また
は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたと
きは、工作物の占有者は賠償責任を負うと定めています。
建物の占有者（通常所有者）は、屋根瓦が飛ばされない
ようにしておく義務があります。どの家屋の屋根瓦も飛
ばされたのならば、屋根瓦の設置または保存に瑕疵はな
いとされるのでしょうが、一部の家屋だけの瓦が飛ばさ
れたのならば、その設置または保存に瑕疵ありと言うべ
きです。日本は台風の常習地帯で台風に対する備えをし
ておかなければなりません。台風は自然災害ですが、全
ての自然災害が直ちに免責となるものではありません。

 

ニ
ュ
ー
ス　

お
知
ら
せ

■10月
10
日
に

近
畿
Ｂ
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
、京
都

府
支
部
主
管
の
平
成
30
年
度

「
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」が
10
月

10
日（
水
）茨
木
国
際
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。参
加

料
は
昼
食
代
を
含
み
1
万
1

千
2
0
0
円
。17
組
を
予
定
。

■会員
個
人
か
ら
特
別
情
報

　

京
都
府
支
部
の
定
例
会
で

み
ん
な
が
期
待
し
て
い
る
の
が

当
日
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
私
の

履
歴
書
兼
情
報
提
供
」で
す
。

内
外
部
の
人
が
登
場
し
、生
い

立
ち
や
仕
事
、人
生
経
験
な
ど

を
述
べ
ま
す
。何
が
飛
び
出
す

か
す
ご
く
楽
し
み
。最
近
で
は

ア
ン
ク
ル
ホ
ー
ム
の
野
原
正
光

社
長
に
よ
る
公
私
に
わ
た
っ
て

の
長
い
奮
闘
の
話
は
ジ
ー
ン
と

来
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。特

に
野
球
が
全
て
を
乗
り
越
え

さ
せ
る
芯
に
な
っ
た
と
。多
く

の
経
験
が
や
が
て
そ
の
人
を
形

作
る
の
か
と
つ
く
づ
く
。人
生

は
厳
し
く
長
く
、苦
労
し
て
│
。

や
が
て
現
在
の
自
分
を
つ
く
る
。

そ
の
行
程
が
語
ら
れ
ま
す
。

京都府支部会員会社で普及中

日管協「会員証」を見える場所に
安心・安全を示す目安として

地
震
に
続
き
豪
雨
、台
風
、各
地
で
被
害

管理会社は超多忙に
　

日
管
協
会
員
の
設
備
会
社
は
夏
以
降
超
多
忙
で
秋
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
地
震
に
次
ぐ
水
害
さ
ら
に
台
風
の

連
続
で
す
。今
年
後
半
は
設
備
関
連
の
修
繕
に
追
わ
れ
て

い
る
日
々
で
す
。揺
れ
て
、降
っ
て
と
、自
然
は
思
う
が
ま
ま

で
す
が
後
の
対
処
が
大
変
。特
に
賃
貸
住
宅
を
管
理
す
る

側
は
対
応
に
時
間
が
か
か
り
、今
年
は
多
忙
な
1
年
に
な

り
そ
う
で
す
。定例会でAIG損保

の服部信尚氏が
地震保険の説明

ネットワークづくりのチャンス
「日管協フォーラム」へベン
チマークを。京都府支部は今
回で3度目の参加で滋賀県支
部と一緒に出掛けます。「毎年
参加していてもたった1年でセ
ミナーの内容も大きく変化する
ので業界の流れの早いことを
実感できる場です。大勢で行く
ので後で意見交換もできて良
い経験になります」「会う機会
のない他都市の支部長や日管
協の委員会活動に熱心な幹
部と会い、名刺交換や情報入
手ができます」。このような参加
目的の他、会場内の出展ブー

スから賃
貸 管 理
業の明日
を予測で
きたり、自
社との対

比など、
見学する
側 の 感
性によっ
て収穫は
さまざま
です。
参加者は定例会などを通じ

て感想を報告します。25のセミ
ナーが1日で一斉に実施される
ので見学ブースの選択が大事
です。事前に打ち合わせをし
て聞きたいテーマを有効に選
ぶのも方法です。もう3回目とも
なれば引率する担当者も慣れ
て上手にアドバイス。たった1日
で賃貸業界のトレンドをしっか
り確かめるには体調管理も大
事です。最高のコンディション
でベンチマークをしたいです
ね。京・滋両支部から約30名
が参加予定です。

ニューススポット

今年も大勢で〝ベンチマーク〟
〈日管協フォーラム2018〉東京11.13.

日管協フォーラムの会場

明治記念会館の庭

日管きんき〈5〉ژࢧ෦
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近
畿
ブ
ロッ
ク

の
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
は
今
年
も

和
歌
山
県
支
部
。

今
年
は
リ
ク

ル
ー
ト
の
Ｓ
Ｕ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
編
集
長・池
本
洋
一氏
を
迎

え
て「
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
デ
ー
タ
に
見

る
和
歌
山
の
賃
貸
市
場
と
入

居
者
ニ
ー
ズ
か
ら
探
る
価
値
あ

る
部
屋
の
作
り
方
」の
タ
イ
ト
ル

で
講
演
し
ま
す
。

和
歌
山
県
支
部
の
東
行
男

支
部
長
は「
和
歌
山
の
賃
貸
住

宅
市
場
の
特
性
や
契
約
者
の
動

向
、今
後
の
見
通
し
を
Ｓ
Ｕ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
の
豊
富
な
デ
ー
タ
で
占
い
、

価
値
あ
る
部
屋
を
作
る
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
て
も
ら
う
。古
く

な
っ
た
水
回
り
を
ど
こ
ま
で
直

せ
ば
い
い
の
か
や
、好
ま
れ
る
内

装
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
も

ら
う
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ

内
容
」と
話
し
ま
す
。

滋
賀
県
と
奈
良
県
支
部
は

10
月
27
日
に
開
催
。滋
賀
県
支

部
は
落
語
家
で
相
続
問
題
に

関
心
を
持
つ
落
語
家
桂
雀
々
氏

を
招
き
相
続
落
語「
閻
魔
の
沙

汰
」の一席
で
笑
い
な
が
ら
相
続

問
題
を
考
え
ま
す
。

併
せ
て
日
管
協
総
合
研
究

所
の
永
井
和
夫
主
任
相
談
員
に

「
賃
貸
を
取
り
巻
く
近
況
と
相

談
事
例
に
つい
て
」を
講
演
し
て

も
ら
い
ま
す
。

奈
良
県
支
部
は
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

副
編
集
長
の
田
辺
貴
久
氏
が

「
入
居
率
ア
ッ
プ
に
役
立
つ
入
居

者
ニ
ー
ズ
最
新
動
向
」の
タ
イ
ト

ル
で
講
演
。小
西
克
美
支
部
長

は「
オ
ー
ナ
ー
に
入
居
率
を
高

め
る
魅
力
あ
る
物
件
づ
く
り
を

実
践
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
た
い
」。

ま
た
丸
和
不
動
産
の
相
続

支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
村
島
弘

明
氏
が「
相
続
に
備
え
て
資
産

戦
略
」を
講
演
し
ま
す
。

近
畿
ブ
ロッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
11
月
21
日（
水
）に
大

阪
市
此
花
区
の
舞
洲
運
動
広

場
で
奈
良
県
支
部
主
管
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
16
チ
ー
ム
が
参
加

（
申
し
込
み
は
締
め
切
り
）。1

社
で
複
数
チ
ー
ム
を
申
し
込
ん

だ
会
社
も
あ
り
ま
し
た
が
、今

年
は
1
社
1
チ
ー
ム
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。

舞
洲
運
動
広
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
、自
動
車
の
場
合
、阪
神
高

速
湾
岸
線
湾
岸
舞
洲
を
出
て

此
花
大
橋
渡
る
ほ
か
。公
共
交

通
の
場
合
は
、Ｊ
Ｒ
ゆ
め
咲
線

桜
島
駅
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
バ
ス
乗

り
換
え
、舞
洲
中
央
下
車（
バ
ス

15
分
）ほ
か
。

今
回
は「
相

続
問
題
」に
焦

点
を
当
て
た

企
画
を
立
て
ま
し
た
。講
師
に

は
日
管
協
の〝
相
続
問
題
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
〞を
目
指
す
落
語
家

の
桂
雀
々
さ
ん
を
招
き
相
続
落

語「
閻
魔
の
沙
汰
」を
語
って
も

ら
い
、笑
い
な
が
ら
相
続
を
考

え
ま
す
。

さ
て
、昨
今
不
動
産
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
Ａ
Ｉ
の
風
が
吹
い
て
き

た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。Ａ
Ｉ
や

Ｖ
Ｒ
が
現
実
の
も
の
と
な
り
つつ

あ
り
ま
す
。住
宅
設
備
で
は
声

で
す
べ
て
の
家
電
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
スマ
ー
ト

ハ
ウ
ス
が
目
前
で
す
。

か
つ
て
ぜ
い
た
く
と
見
ら
れ

た
エ
ア
コ
ン
が
必
需
に
な
っ
た
よ

う
に
ス
マ
ー
ト
化
も
避
け
ら
れ

な
い
流
れ
で
し
ょ
う
。今
後
は

未
来
を
予
測
で
き
る
企
画
も

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

滋
賀
県
支
部　

望
月
三
樹
子
研
修
部
長

滋
賀
県
支
部
は
昨
年
に
続

き
、11
月
13
日
に
東
京
の
明
治

記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
日
管
協

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
京
都
府
支
部
と

共
同
で
ベン
チ
マ
ー
ク
し
ま
す
。

山
口
俊
和
支
部
長
は
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
の
意
義
を「
支
部
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
、支
部
活

動
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
が

最
大
の
目
的
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

「
管
理
業
者
の
業
務
革
新
に
関

す
る
情
報
収
集
す
る
絶
好
の

機
会
」と
も
。

「
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
地

方
都
市
の
状
況
に
合
わ
せ
た
賃

貸
住
宅
の
貸
し
方
を
見
つ
け
る

ヒ
ン
ト
を
得
た
」。定
期
借
家
や

マ
ン
ス
リ
ー・ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン

シ
ョン
、家
具
家
電
付
き
賃
貸
、

そ
し
て
民
泊
も
含
め
て
、地
域

の
市
場
環
境
に
合
わ
せ
た
貸
し

手
の
手
法
を
見
付
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
得
た
知
識
を

支
部
会
員
や
自
社
の
社
員
へ
還

元
す
る
方
法
を
山
口
支
部
長
は

「
レ
ポ
ー
ト
や
研
修
で
話
す
よ

り
も
家
具
付
き
賃
貸
住
宅
な

ど
を
実
際
の
管
理
物
件
で
実

践
す
る
こ
と
が一番
効
果
的
」と

話
し
ま
す
。

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
体
験
が

事
業
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
具

体
化
す
る
か
、楽
し
み
で
す
。

賃
貸
市
場
展
望
や
入
居
者
ニ
ー
ズ
分
析

昨年の日管協フォーラムの
ワンシーン

４県支部が10月一斉に住環境向上セミナー
住環境向上セミナー（オーナーセミナー）近畿ブロック4県支部日程

支部 日時 開催場所 アクセス タイトル 講師

和歌山県
支部

10月6日
10時～
12時

ホテルグラン
ヴィア
和歌山

JR和歌山駅
下車すぐ

和歌山の賃貸市
場と価値ある部屋
の作り方（一部略）

SUUMO編集長
池本洋一氏

兵庫県
支部

10月20日
14時～1７時 神戸国際会館

JR・阪急・阪神
三ノ宮駅下車
徒歩5分

幸せな賃貸経営
―これからの家主
のあるべき姿

がんばる家主
の会会長
松浦昭氏ほか

滋賀県
支部

10月27日
13時30分～17時

草津市立
まちづくり
センター

JR草津駅
下車徒歩３分

相続落語
「閻魔の沙汰」

落語家・
桂雀々氏ほか

奈良県
支部

10月27日
13時～16時

ホテル日航
奈良

JR奈良駅
下車すぐ

入居率アップに役
立つ入居者ニーズ
最新動向

ＳＵＵＭＯ副編集長
田辺貴久氏ほか

近
畿
Ｂ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
21
日
、大
阪
舞
洲
で
開
催
、奈
良
県
支
部
主
管

山口支部長

セ
ミ
ナ
ー
企
画
担
当
が
勧
め
る
見
ど
こ
ろ
は
…

昨年の奈良県支部オーナーセミナー

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
兵
庫
、滋
賀
、和
歌
山
、奈
良
の
４
県
支
部
は
10
月
に一斉
に
住
環
境

向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。民
泊
法
や
民
法
改
正
が
国
会
を
通
過
。賃
貸
不
動
産
に

関
連
す
る
法
的
な
整
備
が一段
落
し
た
中
で
厳
し
い
賃
貸
住
宅
市
場
で
実
際
に
役
立
つ
情

報
を
得
た
い
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
ら
の
切
実
な
要
求
に
応
え
る
内
容
が
目
立
ち
ま
し
た
。

今
年
も「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
、 

滋
賀
県
支
部

多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
供
給
手
法
の
ヒ
ン
ト
得
る

こ
れ
ま
で

支
部
の
研
修

会
や
セ
ミ
ナ
ー

で
は
民
泊
や
民
法
改
正
な
ど
そ

の
時
々
の
話
題
を
取
り
上
げ
て

き
ま
し
た
。

今
回
は「
が
ん
ば
る
家
主
の

会
」の
松
浦
昭
会
長
を
招
い
て
、

オ
ー
ナ
ー
の
本
音
に
迫
ろ
う
と

い
う
企
画
で
す
。

家
主
が
賃
貸
住
宅
を
経
営

す
る
に
当
っ
て
、ど
の
よ
う
に
自

分
の
物
件
の
価
値
を
向
上
し
、

入
居
率
を
高
め
よ
う
と
し
て
い

る
か
、実
際
の
賃
貸
住
宅
ビ
ジ
ネ

ス
に
直
接
役
立
つ
内
容
で
す
。

ま
た
家
主
が
管
理
会
社
を
選

ぶ
際
に
何
を
基
準
に
し
て
い
る
か

も
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。兵
庫

県
支
部
は
地
域
が
広
い
こ
と
も

あ
っ
て
、イ
ベ
ン
ト
で
の
動
員
が
少

な
い
こ
と
が
悩
み
で
し
た
。し
か

し
今
回
の
企
画
は
オ
ー
ナ
ー
様
に

も
管
理
会
社
側
に
も
興
味
が
湧

く
企
画
だ
と
思
い
ま
す
の
で
多
数

の
ご
来
場
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
支
部　

藤
堂
高
光
研
修
委
員

日管きんき〈6〉 ฌ࣎・ݝݿլݝ・ಸྑݝ・Վࢧݝࢁ෦

 〒540-0008 

 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 

ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 
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兵庫県支部

㈱アクセシオン
設立は平成28年ですが、30年間の
実績を持つ地元密着の不動産業。「な
じみの客が多く、相続問題など資産管
理に最適なアドバイスをしていきたい」
と山下みよ子社長。
ところが「名義が曽祖父のままといっ
た放たらかしの不動産が余りに多い。
先祖にも不動産にも失礼です」。入会は
「資産管理の様々な手法を学びたい」
が最大の動機です。
所在地＝神戸市東灘区御影2丁目5‐

403 
代表者＝山下みよ子社長
管理戸数＝約300戸　従業員数＝２名
☎078‐846-3765　FAX＝078-846‐3767

和歌山県支部

㈱アイ・ルームス
有田市を中心に地域で賃貸住宅に
関するあらゆる情報を把握する企業を
目指しています。入会のきっかけは支部
の小切副支部長の紹介。「クレーム処
理の手法を学びたい」と出崎達也社長。
また「賃貸管理業の法制化も近いと
聞くので情報をいち早く知りたい」とも。
所在地＝和歌山県有田市古江見51‐1
創業＝平成14年
代表者＝出崎達也社長
管理戸数＝約800戸　従業員数＝10名
☎0737‐85-3353　FAX=0737-85-3358

管
理
を
通
じ
て
見
え
て
く
る

の
は
家
主
の
高
齢
化
。相
続
支

援
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。日
管

協
の
認
定
資
格
で
あ
る
相
続
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
活
躍
す
る

場
は
広
が
る
ば
か
り
。社
会
の

要
請
に
応
じ
る
存
在
と
し
て
資

格
者
数
も
上
昇
の一途
で
す
。

賃
貸
住
宅
管
理
会
社
は
単

な
る
物
件
管
理
か
ら
オ
ー
ナ
ー

の
資
産
を
ト
ー
タ
ル
に
管
理
す

る
資
産
管
理
ま
で
業
務
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
相
続
支
援
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
は
３
６
０
人

が
合
格
。全
国
の
相
続
支
援
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
者
は
１
４
０

４
人
に
達
し
ま
し
た
。こ
の
う

ち
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
講
師
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
る
上
級
相
続

支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
３
４
９

人
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の「
講
習
」も
一

般
4
3
5
人
、上
級
1
0
4
人

が
受
講
す
る
予
定
。業
界
で
の

注
目
度
も
高
ま
る一方
で
す
。

日
本
人
の
総
資
産
の
半
分

以
上
が
土
地
、建
物
な
ど
の
不

動
産
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。不

動
産
は
分
割
し
に
く
い
資
産
だ

け
に
、遺
産
の
分
配
を
巡
って
親

族
が
争
う「
争
族
」が
発
生
。ま

た
相
続
税
の
節
税
対
策
も
大

き
な
課
題
に
な
って
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
相
続
と
い
え
ば
弁

護
士
や
税
理
士
が
主
役
。「
し

か
し
資
産
の
大
半
を
占
め
る
不

動
産
の
プ
ロ
で
あ
る
不
動
産
業

者・賃
貸
住
宅
管
理
業
者
こ
そ

相
続
問
題
の
中
心
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
」と
、日
管

協
の
三
好
修
前
会
長
が
提
唱
。

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
養

成
講
習
が
平
成
22
年
度
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
即
応
し
た
の
が
兵
庫

県
支
部
の
松
本
智
支
部
長
で

す
。現
在
で
は
日
管
協
相
続
支

援
研
究
会
の
副
会
長
で
す
。近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
に
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
普
及
、拡
大

に
努
め
て
い
ま
す
。

松
本
支
部
長
は「
相
続
を

手
掛
け
る
こ
と
で
相
続
問
題
の

解
決
法
に
は
資
産
の
内
容
、相

続
人
の
構
成
な
ど
、ど
れ
を
とっ

て
も
レ
デ
ィ
メ
ー
ド
は
な
い
。全

て
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う

の
が
資
産
管
理
の
面
白
さ
で

す
」。さら

に「
相
続
を
手
掛
け
る

こ
と
で
オ
ー
ナ
ー
の
資
産
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
、資
産
の

組
み
換
え
や
売
却
な
ど
を
提

案
。そ
れ
ら
の
全
て
が
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
繋
が
り
ま
す
」。

兵
庫
県
支
部
は
８
月
28
、29

日
の
両
日
、福
岡
県
の
㈱
三
好

不
動
産
と
㈱
デ
マ
ン
ド（
旧
デ
マ

ン
ド
倶
楽
部
）に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

し
ま
し
た
。兵
庫
県
支
部
の
ベン

チ
マ
ー
ク
は
昨
年
の
北
海
道
札

幌
市
に
次
い
で
二
度
目
。今
回

は
10
社
18
人
が
参
加
。

今
回
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
と
し

て
福
岡
市
の
三
好
不
動
産
を
選

ん
だ
の
は
、常
に
賃
貸
管
理
業

界
の
先
頭
に
立
っ
て
相
続
ビ
ジ

ネ
ス
や
資
産
運
用
な
ど
多
彩
な

ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
確
立
し
て
き
た
企
業
だ

か
ら
。

越
野
芳
明
事
務
局
長
は「
直

に
見
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三

好
不
動
産
の
ア
イ
デ
ア
の
源
泉

を
探
り
た
い
」。資
産
運
用
に

関
す
る
相
談
窓
口（
サ
ロ
ン
）の

ほ
か
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
物
件
専
門
の
賃
貸
店
舗
、

九
州
大
学
学
生
寮
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
も
見
学
し
ま
し
た
。

「
コ
ン
サ
ル
に
よ
っ
て
オ
ー

ナ
ー
の
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ

し
、ビ
ジ
ネ
ス
に
効
率
よ
く
繋
げ

て
い
た
」と
参
加
者
は
ビ
ジ
ネ
ス

の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
し
た
。

北
九
州
市
の
㈱
デ
マ
ン
ド
は

浄
水
器
の
販
売
の
傍
ら
で
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
対
外
向

け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。数
値
化

さ
れ
た
従
業
員
の
評
価
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
て
、顧
客
企
業
の

社
員
定
着
率
や
業
務
効
率
を
高

め
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
相
続
関
連
の
相
談
に
乗
り
、

専
門
家
と
連
携
し
て
万
全
を

期
し
ま
す
。専
門
家
と
は
税
理

士
、弁
護
士
、司
法
書
士
、土
地

家
屋
調
査
士・測
量
士
ら
で
す
。

専
門
家
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
、相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
は
相
談
者
側
に
最
適
な
答

え
を
提
案
し
ま
す
。実
際
に
相

談
を
受
け
、対
応
策
を
提
案
し

た
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
と
…
。

神
戸
市
在
住
の
Ａ
さ
ん
は
父

親
が
３
人
兄
弟
に
遺
し
た
ア

パ
ー
ト（
軽
量
鉄
骨
造
、６
戸
）

を
巡
る
兄
弟
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に

悩
ん
で
い
ま
し
た
。

父
親
は
知
り
合
い
の
税
理
士

立
ち
合
い
で
ア
パ
ー
ト
の
権
利

を
３
等
分
し
て
３
兄
弟
に
遺
し

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
ア
パ
ー
ト
を

管
理
し
て
い
た
長
男
が
家
賃
収

入
を
次
男
と
三
男
の
Ａ
さ
ん
に

渡
さ
ず
独
り
占
め
に
。

そ
こ
で
Ａ
さ
ん
は
相
続
支
援

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
相
談
。そ
し

て
父
親
が
存
命
中
に
公
正
証

書
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

内
容
は
長
男
に
は
父
親
か

ら
事
業
を
継
承
す
る
際
、か
な

り
の
現
金
を
手
渡
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
ア
パ
ー
ト
の
権
利
は

次
男
と
Ａ
さ
ん
に
等
分
し
て
贈

る
と
い
う
も
の
で
、そ
の
後
、父

親
が
亡
く
な
り
、遺
言
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は「
当
初
は
長
い
付

き
合
い
で
家
族
構
成
も
良
く

知
っ
て
い
る
税
理
士
に
相
談
し

て
い
た
が
、熱
意
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。一方
、相
続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
は
熱
心
に
話
を
聞
い

て
く
れ
、父
親
が
公
正
証
書
遺

言
を
作
成
す
る
と
い
う
解
決
策

を
示
し
て
く
れ
た
」。

Ａ
さ
ん
は
ア
パ
ー
ト
の
権
利

を
ス
ム
ー
ズ
に
配
偶
者
と
子
供

に
遺
す
た
め
、次
男
の
権
利
を

買
い
取
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
相
談
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕
事

専
門
家
の
意
見
ま
と
め
、相
談
者
に
最
適
な
提
案

「
争
族
」回
避
と
節
税
対
策

高まる相続支援コンサルタントの存在感
一般紙に毎日のように掲載されている「相続」をめぐるセミナー開催の広告。相続
対策で悩む人の多さが見てとれます。日管協の会員会社は相続のスペシャリストを育
て、オーナーの相続の分野まで事業を拡大。いまや賃貸管理業を支える柱の一つで
す。その主役が「相続支援コンサルタント」、その存在にスポットを当ててみました。

“相続問題”は永遠のテーマ

管理会社が開催する相続セミナーは
「定員オーバー」の盛況ぶり（ハウスプロ
メイン本社で）

大阪での相続支援コンサルタント
講習は平成24年から

兵
庫
県
支
部 

2
社
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク 

　

　
三
好
不
動
産
で
ア
イ
デ
ア
の
源
泉
探
る

三好不動産では三好修社長が
自ら説明

新会員インフォメーション

日管きんき〈7〉ฌ࣎・ݝݿլݝ・ಸྑݝ・Վࢧݝࢁ෦

防犯カメラの開発・販売・施工・保守まで 

■大阪営業所
TEL06-4707-7380
■京都本社
TEL075-221-3900
■神戸営業所
TEL078-381-5001
■名古屋営業所
TEL052-589-1601
■東京出張所
03-3355-2302✉info@videosensing.co.jp

直近に100V電源があれ
ば、この間の配線工事
にてシステムアップ

●動作確認ランプ付！一目でレコーダーの死活確認が可能です！
●独立したシステムゆえ、既存のカメラシステムに制約されることはありません！
●ＳＤカード一体型カメラではないため、カメラを壊されても録画映像は保持されます！

 

「エコバスリフォーム」とは、今ある浴室を壊さずに

リフォームすることができる、全く新しい工法。 

年間 4,000 室以上の施工実績がございます。 

【HＰ】https://www.ecobath.com/ 

【Facebook】https://www.facebook.com/ecobath1/ 

TEL：06-4392-8626 

【大阪本社】 
※関西圏の方はこちら！ 

〒556-0022  大阪市浪速区桜川 

3-2-14 BSD ビル 

【東京営業所】 
※関東圏の方はこちら！ 

〒143-0014 東京都大田区大森中 

2-23-6-1Ｆ 

TEL：03-6459-6526 

ＨＰ 



〒642-0002 和歌山県海南市日方1272-93（㈱ホームズ内）
　TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
　E-mail.kogire@homes-homes.jp

〈JR海南駅下車歩5分〉

〈JR瀬田駅下車歩8分〉

〒520-2144 大津市大萱1丁目4-15 LICビル3F
　TEL.077-543-2868 FAX.077-543-3968
　E-mail.nakamura@g-lic.co.jp

〒600-8007 京都市下京区四条通高倉西入立売西町82
 京都恒和ビル8F（㈱グッドライフ内）
　TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
　E-mail.kyoto@jpm.jp　http://www.jpm-kyoto.jp

〈阪急烏丸・河原町駅からすぐ〉
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信
頼
集
め
る
存
在
へ

ブ
ラ
ン
ド
よ
り
も
実
績
で

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
長

や
会
員
が
参
加
し
た
総
会
と

研
修
会
。前
年
の
事
業
報
告
と

今
年
度
の
事
業
計
画
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。管
理
業
登
録
の

推
進
、住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
、賃
貸
不
動
産
経
営
管

理
士
試
験
の
推
進
協
力
な
ど

を
改
め
て
確
認
。最
初
に
挨
拶

し
た
長
田
修
ブ
ロッ
ク
長
は「
賃

貸
管
理
業
法
施
行
へ
具
体
的
な

動
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

管
理
士
の
国
家
資
格
化
も
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、何
よ

り
大
事
な
の
は
会
員
拡
大
。近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
み
な
さ
ま
の
協

力
で
前
年
度
以
上
の
実
績
を

上
げ
た
い
」。と
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、山
本
肇
理
事
が
日
管

協
会
長
の
末
永
照
雄
氏
の
法

制
化
促
進
な
ど
を
伝
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
に
よ
る

研
修
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
住
ま
い

総
研
の
上
野
典
行
所
長
に
よ
る

「
地
域
密
着
・家
族
経
営
で
何

が
悪
い
」と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

テ
ー
マ
。地
域
の
不
動
産
会
社

だ
か
ら
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
手
法

に
つ
い
て
講
演
。上
野
氏
は
年

間
1
0
0
回
以
上
講
演
の
経

験
者
で
参
加
者
が
聞
き
た
い
こ

と
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
判
断
、来

場
者
へ「
な
る
ほ
ど
」と
い
う
自

信
と
納
得
を
も
た
ら
す
内
容

で
し
た
。〝
応
援
セ
ミ
ナ
ー
〞に

ふ
さ
わ
し
く
地
域
の
不
動
産
会

社
を
力
づ
け
る
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
今
後
の
業
界
環
境
に
つ

い
て
I
T
重
説
や
A
I
に
よ
る

業
務
効
率
に
つい
て
も
触
れ
、終

始
や
る
気
と
勇
気
を
も
た
ら

す
話
で
し
た
。

　

総
会・研
修
を
主
管
し
た
の

は
京
都
府
支
部（
櫻
井
啓
孝
支

部
長
）。ま
ず
登
場
し
た
上
野

氏
の
講
演
の
後
、日
管
協
本
部

か
ら
萩
原
亜
美
氏
が
預
り
金

保
証
制
度
へ
の
加
入
促
進
な
ど

を
報
告
。さ
ら
に
日
管
協
の
取

り
組
み
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
京
都
府
支
部
の
相
続
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
登
場
し
て

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
講
習
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し
ま
し
た
。

総
会
の
後
半
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

の
活
動
に
長
年
に
わ
た
っ
て
貢

献
し
て
き
た
2
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。成
果
大
会
な
ど
で

努
力
さ
れ
た
横
江
三
郎
氏（
横

江
総
合
管
理
社
長
）と
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
事
務
局
長
と
し
て
長

年
重
責
を
果
た
さ
れ
た
岡
本

秀
巳
氏（
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
社
長
）。

2
人
に
長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ

り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
新
年
号
で
後
追
い
記
事
を
予

定
）。

　

そ
の
後
は
納
涼
会
を
行
い
終

了
し
ま
し
た
。

　
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
長
田
修
ブ

ロッ
ク
長
）は
8
月
21
日（
火
）「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
」で
総
会

と
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。6
月
に
予
定
し
て
い
た
総
会
が
地
震

の
た
め
8
月
開
催
に
な
り
ま
し
た
。ブ
ロッ
ク
6
支
部
の
活
動
方
向

の
確
認
と
地
域
の
不
動
産
業
者
の
役
目
と
存
在
価
値
に
つ
い
て〝
応

援
セ
ミ
ナ
ー
〞と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
講
演
の
90
分
間
、全
く

飽
き
る
こ
と
が
な
かった
。さ

す
が
で
す
」と
感
想
を
述
べ

た
の
は
今
年
の
日
管
協
総
会

で
橋
下
徹
氏
の
話
を
聞
い
た

本
部
理
事
に
就
任
し
た
櫻

井
啓
孝
京
都
府
支
部
長
。

　

肩
書
き
だ
け
ビッ
グ
で
は

人
が
集
ま
ら
な
い
の
が
最
近

の
講
演
会
の
傾
向
。一刀
両
断
、

忖
度
な
し
、修
羅
場
経
験
に

不
足
な
し
、期
待
通
り
の
ス

カッ
と
す
る
話
で
退
屈
す
る

暇
は
な
かった
よ
う
で
す
。

　

日
管
協
も
昨
年
は
櫻
井

よ
し
子
氏
、今
年
は
橋
下
徹

氏
と
、少
〝々
濃
い
人
〞を
選

ん
で
い
ま
す
が
い
ず
れ
も
参

加
者
に
は
好
評
で
し
た
。こ

の
線
で
来
年
に
も
期
待
で

す
。（
広
報
紙
編
集
室
）

管
理
業
の〝
今
〞と〝
未
来
〞が

「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
8
」

11
月
13
日（
火
）東
京
で
開
催

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
か
ら

参
加
増
え
る

　

開
催
は
目
前
。今
年
も「
日

管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
季
節
が
やっ

て
き
ま
し
た
。近
畿
ブ
ロッ
ク
の

各
支
部
で
は「
ベン
チ
マ
ー
ク
」と

し
て
ま
た
、個
人
と
し
て
参
加

な
ど
、年
々
参
加
者
は
増
え
て
い

ま
す
。

　

主
催
す
る
日
管
協
も
業
界

内
外
の
流
れ
ま
で
を
も
反
映
し

た
企
画
を
用
意
し
、前
回
以
上

の
来
場
者
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

知
名
度
が
全
国
レ
ベ
ル
化
し

て
き
た〝
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
〞。

開
催
日
は
11
月
13
日（
火
）東
京

都
港
区
赤
坂
の「
明
治
記
念
館
」

で
午
前
11
時
に
開
場
。す
で
に

全
国
か
ら
参
加
の
申
し
込
み
が

あ
り
そ
の
数
は
上
昇一途
で
す
。

　

前
回
の
来
場
者
数
は
３
，３
０

４
人
。近
畿
ブ
ロッ
ク
で
も
各
支

部
合
わ
せ
て
61
社
1
5
1
人
が

参
加
。今
年
は
そ
れ
以
上
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

日
管
協
は
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
タ
イ
ト
ル
を「
賃
貸
管
理
の
英

知
の
宝
庫
、新
た
な
発
見
と
出

会
う一日
」と
し
て
い
ま
す
。特
徴

で
あ
る
専
門
委
員
会
に
よ
る
25

以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
業

界
の〝
今
〞と〝
未
来
〞を
網
羅
。

豊
富
な
レ
ジ
ュメ
も
用
意
さ
れ
、

賃
貸
管
理
実
務
や
市
場
動
向
、

行
政
の
実
態
、空
室
対
策
、新
法

律
、I
T
な
ど
知
り
た
い
テ
ー
マ

が
いっぱ
い
。

　

ま
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
と

し
て〝
出
会
い
〞の
機
会
を
生
む

仕
掛
け
が
み
ら
れ
ま
す
。セ
ミ

ナ
ー
会
場
で
の
出
会
い
。そ
れ
に

続
く
参
加
者
の
交
流
を
目
的
と

し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
。ま
た
、

会
場
内
で
賃
貸
不
動
産
経
営

管
理
士
の
試
験
対
策
講
座
も

予
定
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
回
好
評
の
企
業

ブ
ー
ス
。各
社
の
事
業
内
容
が

紹
介
さ
れ
参
考
に
。こ
こ
で
は
入

居
者
サ
ー
ビ
ス
、空
室
対
策
な

ど
賃
貸
管
理
に
役
立
つ
最
新
の

設
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。会
場
の「
明
治
記

念
館
」は
J
R
山
手
線
信
濃
町

駅
か
ら
步
5
分
で
す
。

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
総
会・研
修

講
演「
地
域
密
着
が
不
動
産
会
社
の
本
質
」

近畿ブロック総会の会場

長田修近畿ブロック長

講演する上野典行氏

ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

新
人
事
で
運
営
体
制
決
ま
る

　

平
成
30
年
度
の
近
畿
ブ
ロッ

ク
の
新
人
事
で
次
の
メ
ン
バ
ー
が

就
任
。

▷
ブ
ロ
ッ
ク
長・長
田
修
氏
。他

各
支
部
長
は
従
来
通
り
で
す
。

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て
山
口
俊

和
氏（
滋
賀
県
支
部
長
㈱
エ
ル

ア
イ
シ
ー
）。本
部
新
理
事・櫻

井
啓
孝
氏（
京
都
府
支
部
長
㈱

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
）。近
畿
ブ
ロッ
ク

新
事
務
局
長・佐
野
昭
一氏（
㈱

宅
都
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）。相

談
役・宮
野
純
氏（
㈱
レ
ン
タ
ッ

ク
ス
）。同・岡
本
秀
巳
氏（
㈱
都

ハ
ウ
ジ
ン
グ
）。
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会員 入会金 年会費 補足

プレミア
会員

100,000
円

48,000
円

本会の取扱商品を積

極的に導入していただ

ける方

（株式会社全管協共済

会代理店として「入居

者総合安心保険プラ

ス」の取り扱いが必要

です）

パート
ナー
会員

100,000
円

360,000
円

事前に登録商品の審
査・承認が必要

［ 入会案内 ］

◆他団体との強力な連携

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心に、

業界最大のネットワークで賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されます。

会員数 1,606 社

※その他詳細はお問い合わせください。
※パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の少額短期保険会社を活用

全管協にご入会いただくことで、㈱全管協共済会の家財保険のお取り扱いが可能となります。全管協

共済会は、少額短期保険としては日本最大の保有件数（120万件超）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品高い代理店手数料

素早い事故対応

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択

専任担当者が
業務サポート

最高50％の手数料

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

業界最大ネットワークを活かし、地域社会への貢献と会員の発展を支援します

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

コース 保険金額

被保険者の死亡を

原因とする入居物

件の汚損損害

50万円

遺品整理費用 50万円

借家人賠償責任
保険

3,000万円

※入居者の過
失による入居
物件への損害
は免責1万円

＊保険金をお支払いする主な場合


